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演題: 海洋炭素循環を駆動する微生物相互作用ネットワーク 

海に生息する植物プランクトン（光合成をする微生物）は、二酸化炭素を原料にして活発に有機物を作り出し

ているが、その生産量は年間５００億トン（炭素換算）に達すると推定されている。化石燃料の使用による二酸

化炭素の年間排出量（約７０億トン）と比べると、植物プランクトンはそれを約７倍も上回る莫大な量の二酸化

炭素を吸収していることになる。この植物プランクトンが作り出した有機物が、海洋においてどのような運命を

たどるのかを正確に理解することは、地球規模の炭素循環や気候変動の将来予測をより精度の高いものにしてい

くうえで重要な課題である。本セミナーでは、これに関連するトピックのひとつとして、有機凝集体の生成過程

とそれに関わる微生物の働きについての最近の研究成果を紹介したい。 

有機凝集体とは、植物プランクトンやその他の微生物が生成したさまざまな有機物（分泌物や遺骸、あるいは

生きた細胞も含まれる）がゆるく結合した不定形の塊のことで、「マリンスノー（海の雪）」と呼ばれることもあ

る。マリンスノーの沈降は、海洋の表層から深層へと炭素を輸送する重要なメカニズムである。深層まで輸送さ

れた炭素は、そこに数１００年から場合によっては数１０００年もの間留まるのであるが、この炭素貯留には、

大気中の二酸化炭素の増加を抑制する効果がある。つまりマリンスノーの生成促進は、温暖化の進行に対して抑

制的に働くのである。 

では、マリンスノーはどのようにして生成し、消滅するのか？これについては国際的に様々な角度からの研究

が活発に行われているが、近年、やや予想外のプロセスが、マリンスノーの消長に強く関与している可能性が指

摘され始めている。そのひとつは、ウィルス感染がマリンスノーの生成を促進するというものである（Guldi et al., 
2016）。我々の研究室でも、珪藻（Chaetoceros tenuissimus）とそれに感染する DNAウィルス（CtenDNAV）
の培養系を用いて粒子動態を観察したところ、沈降性の大型粒子が形成されるという結果を得ている(Yamada et 
al., 2018)。ささやかにも思える微生物とウィルスの相互作用が、地球規模の炭素循環制御の鍵を握っている可能
性がでてきたのである。 
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